地域政策原論の必要性 by 岩崎 正弥
地域政策学ジャーナル













































〔2003.2〕，第 162 号〔2003.7〕）。フランスでは 1994
年の経済社会審議会の報告－もし何もしなければ
















さて，2018 年 4 月より本学部に新コース「食農
環境コース」が誕生する。私の個人的な期待は，こ
のコースが地域政策の一つの原論になりえるのでは
ないかということである。例えば地域の持続可能性
を議論する場合，産業や地域経済の仕組み，行政制
80
度，エコシステム，価値観・ライフスタイルに至る
までの根幹として ，食・農・環境の視点が不可欠で
あろう。十数年前に話題になった映画「いのちの食
べ方」（2005）は，生産と消費が乖離し，不可視となっ
た生産現場がもはや農業とは言えないまでに変質し
た実態を描いて衝撃を与えた。原題の「Our Daily 
Bread」は新約聖書の「主の祈り」から採られており，
邦題が端的に表現しているように，キリスト教を
ベースとする欧州の価値観が根底にある。食農とは
そういうものなのだ。それゆえ食農の議論は，場合
によっては宗教にまで踏み込む覚悟が必要であり，
少なくとも私たちの生の根源を念頭においた考察が
欠かせない。農業には近現代が置き去りにした要素
が色濃く残っている。それらを不純物として除去す
る政策が本当に未来を切り開くのか，私たちは一端
立ち止まって，地域政策の根幹を原論的思考から問
い直す必要があると思うのである。
 （専門分野：農学原論）
